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筆記試験に向けて

各学生ともすでに学校で指導されていることの繰り返しになるとは

思いますが、学生を指導してきたものとして直前の勉強にあたり、

具体的なアドヴァイスとして次のことを挙げたいと思います。

●問題文の読み返し時間を節約するためまずは、正しいもの（適

　切）を選択する問題は問題文の左上に大きく○をつけ、誤った

　もの（不適切）を選択する問題は×等の印をつける。

●マークシートのつけ忘れが意外に多い。防止のためには、でき

　れば一つの問題を解いたらそのつど答えを解答用紙にマークし

　ていく。

●勉強したことがあるが、うろ覚えの問題や未知の問題は必ず出

　る。その時はまず焦らない。分かる問題から解答し、残った分

　らない問題は「？」のままにせず直感で選ぶ。

以上のことは模擬試験参加校の学生は模擬試験の中で実践して頂

きたい。

●実技試験終了後、ほとんどの学校で行われる特別講義を有効に

　活用すること。当然のことながら授業は「その場で覚えるつも

　りで聴く」姿勢で臨む。人間二度目に聴くと意外とすんなりと

　頭にはいることが多い。

　また、筆者の体験によるとこの特別講義では、本試験で出題さ

　れそうなところで且つ間違えやすいところを重点的に行うので

　より集中して欲しい。

●来年受験をする一年生は、授業内容をしっかり理解していれば

　まず問題はない。その上で、国家試験の過去問を徹底的に研究

　すること。学校で用意された問題、授業で行われる問題、模擬

　試験の過去問等、様々な問題を解いた後、分からなかった問題

　（選択肢）を解決するときに教科書やプリントなどを使うと思う

　が、分からない問題の説明箇所だけでなく，その周辺にも目を

　通すとこが重要。また、教科書の表、図形、写真に目を通し、

　索引のある教科書では、わからない用語を索引で引き、何につ

　いてのことか分かるようにしておく。筆記試験は教科書の範囲

　内で出題されるので最終的には教科書を理解していれば良いが、

　漫然と読んでも頭にはいらないので、授業を聴き、問題を解き、

　調べ、教科書の索引を利用することで教科書の内容が自分のも

　のになる。

　　■模擬試験問題出題者より

毛髪の科学と診断〈第4版〉

八木原陽一著

A5判　128頁　

定価1,890円（本体1,800円）

2012年11月発行

薬事日報社 発行

TEL03-3862-2141　

http://www.yakuji.co.jp/

好評

発売
中


